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１年振りの再会を果たす親子の王（伊佐賀神社）�

冬の風物詩となった杉櫓が聳え立つ（小路前田）�

ご神体の前で神楽奉納（塚の原古墳）�

古式にならって神社を巡回�

帰路へ向かう比木神社一行�

オサラバー（生きて又逢いましょう）�

みぞぎの様子�

浦安の舞の奉納� 夜神楽の奉納�

　
百
済
王
伝
説
を
再
現
し
た「
師

走
祭
り
」が
、今
年
も
１
月
25
日（
金
）

か
ら
27
日（
日
）ま
で
の
３
日
間
行

わ
れ
ま
し
た
。
伝
説
で
は
西
暦
６

６
０
年
に
滅
亡
し
た
百
済
の
王
族

は
日
本
に
亡
命
し
ま
し
た
。
し
ば

ら
く
畿
内
地
方
で
過
ご
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
動
乱
に
巻
き
込
ま

れ
２
艇
の
船
で
都
を
後
に
し
、
九

州（
筑
紫
地
方
）を
目
指
し
ま
し
た
。

途
中
、
瀬
戸
内
海
で
時
化
に
遭
遇

し
日
向
の
金
ケ
浜（
日
向
市
）に
禎

嘉
王
が
、
蚊
口
浦（
高
鍋
町
）に
息

子
の
福
智
王
が
漂
着
。
そ
れ
ぞ
れ

山
奥
へ
安
住
の
地
を
求
め
て
入
り
、

そ
の
後
、
父
王
は
神
門
神
社
の
、

王
子
は
比
木
神
社（
木
城
町
）の

祭
神
と
し
て
祀
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
父
子
が
年
に
１
度
再
会
す
る
と

い
う
物
語
が
師
走
祭
り
で
す
。
１

９
６
０
年
頃
ま
で
は
全
行
程
を
徒

歩
で
９
泊
10
日
か
け
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
車
で
移
動
す
る
た
め

２
泊
３
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

�����������������

〜
上
り
ま
し
〜（
25
日
）�

　
初
日
は
、
伊
佐
賀
神
社（
日
向

市
東
郷
町
）ま
で
神
門
神
社
一
行

が
迎
え
に
出
向
き
、
比
木
神
社
一

行
と
１
年
ぶ
り
の
再
会
を
果
た
し

ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
た
く
さ

ん
の
カ
メ
ラ
マ
ン
や
報
道
陣
、
観

光
客
、
師
走
祭
り
体
験
ツ
ア
ー
の

参
加
者
も
加
わ
り
、
神
幸
行
列
に

も
勢
い
が
増
し
、
徒
歩
で
王
の
墓

と
い
わ
れ
る「
塚
の
原
古
墳
」ま
で

目
指
し
ま
す
。
古
墳
に
到
着
す
る�

�����������������
と
塚
の
前
に
両
神
社
の
ご
神
体
が

並
べ
ら
れ
、
両
神
社
か
ら
神
楽
が

奉
納
さ
れ
直
会
が
は
じ
ま
り
ま
す
。�

　
直
会
に
は
、
韓
国
福
岡
総
領
事

一
行
、
韓
国
・
扶
餘
邑（
プ
ヨ
ユ
ウ
）�

長
一
行
、
松
坡（
ソ
ン
パ
）区（
韓
国

ソ
ウ
ル
）一
行
が
加
わ
り
、
師
走
祭

り
に
ふ
さ
わ
し
く
、
国
際
色
豊
か

な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
観
光
客
や
報
道
陣
に
も
地

元
公
民
館
よ
り
鳥
汁
や
カ
ッ
ポ
酒

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。�

　
故
事
に
の
っ
と
り
野
焼
き
が
始

ま
る
と
、
神
門
神
社
一
行
を
先
頭

に
塚
の
周
り
を「
オ
ー
」と
い
う
掛

け
声
を
響
か
せ
な
が
ら
昔
の
道
を

た
ど
り
神
門
神
社
を
目
指
し
ま
す
。

神
門
神
社
の
神
域
に
、
入
る
手
前

の
小
丸
川
衣
渕
で
は
神
職
に
入
り

厄
11
人
も
加
わ
り「
み
そ
ぎ
」が
行

わ
れ
、
沿
道
、
川
岸
に
は
た
く
さ

ん
の
見
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。�

　
神
門
神
社
１
本
鳥
居
前
の
田

園
に
は
、
公
民
館
や
商
工
会
な
ど

各
種
団
体
が
竹
や
杉
で
組
立
て

た
高
さ
５
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
杉

櫓
25
基
が
並
立
。
神
幸
行
列
の
進

行
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
次
々
に
迎

え
火
が
放
た
れ
火
の
粉
が
幻
想

的
に
宙
を
舞
い
夜
空
を
照
ら
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
櫓
の
回
り

で
は
、
直
会
が
行
わ
れ
、
親
子
の

ご
神
体
を
迎
え
な
が
ら
夜
遅
く

ま
で
祭
り
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て

い
ま
し
た
。�

���������������������������������

〜
中
日
〜（
26
日
）�

　
２
日
目
は
、
午
前
中
に
神
社
本

殿
で
ご
神
体
が
衣
替
え
す
る
神

事
や
祭
典
が
神
秘
的
に
行
わ
れ

ま
し
た
。�

　
そ
の
後
、
王
を
助
け
た
地
元
豪

族
・
ド
ン
タ
ロ
さ
ん
へ
お
礼
と
い
わ

れ
る
祭
事
が
行
わ
れ
、
神
社
裏
山

の
ド
ン
タ
ロ
塚
で
は
、
太
鼓
の
鼓

動
を
合
図
に「
オ
ー
」と
神
職
・
伶

人
の
掛
け
声
が
鎮
守
の
森
に
響
き

渡
り
、
弓
将
軍
神
楽
が
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。
小
丸
川
で
は
王
の
衣
類

を
洗
濯
し
た
と
い
う
古
式
に
な

ら
う
形
で
祭
事
が
続
け
ら
れ
ま

し
た
。
夜
は
、
優
雅
な
神
楽
の
ほ

か
ユ
ー
モ
ラ
ス
、エ
ロ
チ
ッ
ク
な
多

彩
な
神
楽
十
八
番
が
奉
納
さ
れ

る
と
同
時
に
、
御
神
屋
の
回
り
で

は
、
振
舞
わ
れ
る
焼
酎
や
餅
ま
き

が
行
わ
れ
多
く
の
見
物
客
を
楽

し
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
に
ぎ
や
か

な
夜
神
楽
と
な
り
ま
し
た
。�

����������

〜
下
り
ま
し
〜（
27
日
）�

　
３
日
目
は
、
別
れ
の
悲
し
み
を

隠
す
た
め
に
行
っ
た
と
い
わ
れ
る

「
ヘ
グ
ロ
塗
り
」が
神
門
神
社
境
内

で
始
ま
り
、
氏
子
や
神
職
ら
は
見

守
る
誰
彼
か
ま
わ
ず
顔
に
墨
を
つ

け
て
回
り
ま
し
た
。�

　
神
社
本
殿
で
最
後
の
祭
典
を

行
っ
た
後
、
境
内
階
段
を
下
り
１

本
鳥
居
を
く
ぐ
り
帰
路
に
。�

　
神
門
神
社
関
係
者
や
地
元
民

が
鍋
や
ひ
し
ゃ
く
を
手
に
比
木
神

社
一
行
を「
オ
サ
ラ
バ
ー
、
オ
サ
ラ

バ
ー
」と
見
送
り
静
か
な
山
里
に

別
れ
を
惜
し
む
声
が
い
つ
ま
で
も

響
き
渡
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
３
，

０
０
０
人
を
越
え
る
観
光
客
が
訪

れ
ま
し
た
が
、
師
走
祭
り
体
験
ツ

ア
ー
に
長
野
県
か
ら
参
加
さ
れ

た
女
性（
72
歳
）は
、「
迎
え
火
が

と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
忘
れ
ら
れ

な
い
体
験
を
し
ま
し
た
。
」と
３

日
間
の
体
験
を
、
涙
を
浮
か
べ
な

が
ら
語
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で

し
た
。�

　
櫓
設
置
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
団
体
及
び
小
路
前
田
の
田
を

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
へ
紙

面
を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。�

�

別れの悲しみを�
へぐろで隠す。�

ヘグロぬり�

迎え火の様子（燃え上がる炎に圧巻）�

杉櫓作り�

こんにゃく作り� ヘグロぬり�

杉櫓作り�

こんにゃく作り� ヘグロぬり�

平成20年３月（3）�平成20年３月（3）� 平成20年３月（2）�平成20年３月（2）�



平成20年３月（4）�平成20年３月（5）�

�

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
に
つ
い
て
　�

２月２７日（水）�

選 考 日 �

　
１
月
25
日
〜
27
日
に
か
け
て

開
催
さ
れ
た
師
走
祭
り
に
、
韓

国
よ
り
親
善
交
流
団
が
来
町
し

ま
し
た
。�

　
訪
れ
た
の
は
、
姉
妹
都
市
提

携
を
し
て
い
る
扶
餘
邑（
プ
ヨ
ユ
ウ
）

よ
り
金
漢
中（
キ
ム
・
ハ
ン
ジ
ュ
ン
）

邑
長
、
駐
福
岡
総
領
事
館
の
金

賢
明（
キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ミ
ョ
ン
）総

領
事
、
ソ
ウ
ル
特
別
市
松
坡（
ソ

ン
パ
）区
の
金
成
澤（
キ
ム
・
ソ
ン

テ
ッ
ク
）旅
券
課
長
を
始
め
計
12

名
の
方
々
で
す
。�

　
扶
餘
邑
か
ら
は
、
前
回
平
成

17
年
に
訪
問
し
て
お
り
３
年
ぶ

り
の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。�

　
ソ
ウ
ル
特
別
市
松
坡
区
は
、
２

０
０
０
年
前
昔
の
韓
国
の
都
で
あ

り
、
昨
年
10
月
に
同
区
で
開
催

さ
れ
た
第
８
回
漢
城
百
済
文
化

祭
に
黒
田
一
弥
副
町
長
が
招
待

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
百
済
王

親
子
再
会
の
師
走
祭
り
に
大
変

興
味
を
示
さ
れ
、
今
回
の
来
町
と

な
り
ま
し
た
。�

　
駐
福
岡
大
韓
民
国
金
総
領
事

は
、
昨
年
４
月
に
総
領
事
に
着
任

さ
れ
、
師
走
祭
り
の
由
来
や
南
郷

区
と
韓
国
扶
餘
邑
と
の
交
流
を

よ
く
承
知
さ
れ
て
お
り
、
是
非
師

走
祭
り
を
見
た
い
と
い
う
こ
と
で

来
町
さ
れ
ま
し
た
。�

　
祭
り
初
日
は
、
塚
の
原
で
行
わ

れ
た
神
事
に
参
加
し
、
百
済
王
で

あ
る
禎
嘉
王
の
墓
と
さ
れ
る
塚

に
金
扶
餘
邑
長
が
玉
串
奉
奠
を

行
い
、
地
元
の
方
が
用
意
し
た
も

ち
を
ま
き
ま
し
た
。�

　
午
後
６
時
に
は
、
祭
り
の
見
所

で
あ
る
迎
え
火
を
見
学
さ
れ
ま

し
た
。�

　
一
行
の
中
に
は
、「
子
供
の
頃

韓
国
に
も
迎
え
火
の
様
に
や
ぐ

ら
を
作
っ
て
、
火
を
燃
や
す
風
習

が
あ
っ
た
。
」と
、
と
て
も
懐
か
し

そ
う
に
話
を
し
て
い
ま
し
た
。�

　
２
日
目
に
は
、
午
前
中
西
の
正

倉
院
や
百
済
の
館
の
見
学
を
行
い
、

案
内
役
の
元
南
郷
村
長
　
田
原

正
人
さ
ん
の
説
明
に
皆
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
、
林
田
町
長
は
じ
め
美

郷
町
関
係
者
と
の
歓
迎
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
林
田
町
長
が
歓
迎
の
挨
拶
を

す
る
と
、
金
扶
餘
邑
長
が「
今
回

の
訪
問
を
き
っ
か
け
に
美
郷
町
の

歴
史
と
文
化
を
も
っ
と
理
解
し
、

両
国
の
国
際
交
流
の
土
台
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
」と
挨

拶
を
さ
れ
ま
し
た
。�

　
交
流
会
は
、
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
、
お
互
い

の
絆
を
よ
り
一
層
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。�

　
交
流
会
最
中
に
、
韓
国
日
本

大
使
館
公
報
文
化
院
長
の
高
橋

妙
子
公
使
が
調
査
の
た
め
南
郷

区
を
訪
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、「
南

郷
区
に
伝
わ
る
百
済
王
伝
説
を

韓
国
の
子
供
達
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
。
そ
し
て
、
韓
国
の
中
学
生

や
高
校
生
を
南
郷
区
へ
派
遣
し

て
交
流
を
活
発
に
さ
せ
た
い
。
」

と
話
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
歓
迎
会
終
了
後
は
、
神
門
神

社
に
お
い
て
祭
事
や
神
門
神
社

及
び
比
木
神
社
の
関
係
者
や
地

域
の
方
々
と
の
直
会（
な
お
ら
い
）

に
参
加
し
ま
し
た
。�

　
夜
に
は
、
神
楽
を
見
学
さ
れ
、

興
味
深
そ
う
に
多
彩
な
神
楽
の

舞
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
短
い
間
で
し
た
が
、
美
郷
町

に
な
っ
て
初
め
て
迎
え
た
師
走

祭
り
へ
の
韓
国
か
ら
の
交
流
団

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
韓

国
と
の
友
好
と
相
互
理
解
を
深

め
る
た
め
に
も
大
変
意
義
の
あ

る
交
流
と
な
り
ま
し
た
。�

�

　
美
郷
町
の
特
産
物
「
完

熟
き
ん
か
ん
」の
更
な
る
ブ

ラ
ン
ド
確
立
を
図
る
た
め
、

光
セ
ン
サ
ー
選
果
機
が
日

向
農
協
西
郷
支
店
選
果
場

に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

選
果
機
は
、
元
気
の
い
い

地
域
づ
く
り
事
業
で
導
入

さ
れ
た
も
の
で
す
。�

　
光
セ
ン
サ
ー
選
果
機
は
、

果
実
を
傷
付
け
る
こ
と
な

く
糖
度
を
１
個
ず
つ
測
定
し
、

５
台
の
カ
メ
ラ
で
大
き
さ

や
傷
の
確
認
が
可
能
に
な
り
、

今
ま
で
以
上
に
品
質
を
均

一
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。�

　
ま
た
、
出
荷
箱
の
バ
ー

コ
ー
ド
で
携
帯
電
話
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
生
産
者

情
報
等
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
、
安
全
・
安
心
な
完

熟
き
ん
か
ん
を
提
供
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
強
化
し

ま
し
た
。�

　
今
後
、
販
売
額
２
億
円

を
め
ざ
し
、
産
地
ブ
ラ
ン

ド
の
さ
ら
な
る
確
立
が
期

待
さ
れ
ま
す
。�

�

　
平
成
19
年
度
宮
崎

県
花
き
共
進
会
に
お

い
て
、
Ｊ
Ａ
日
向
ス
イ

ー
ト
ピ
ー
部
会（
部
会

長
：
北
郷
区
、
柳
田

　
三
男
氏
）が
宮
崎
県

知
事
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
当
部
会
は
、

Ｊ
Ａ
日
向
管
内
15
名

の
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
生

産
者
で
構
成
さ
れ
、
平

成
11
年
に
設
立
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
部
会
で

は
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
の

栽
培
講
習
会
を
定
例

化
し
て
経
営
改
善
を

図
る
な
ど
、
会
員
一
丸

と
な
っ
た
産
地
確
立

が
評
価
さ
れ
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。�

　
町
内
で
は
、
北
郷
区

５
戸
、
西
郷
区
２
戸
の

生
産
者
が
58
ａ
を
栽

培
し
、
４
月
上
旬
ま
で

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
益
々
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。�

�



平成20年３月（6）�平成20年３月（7）�
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区�　�分� 住民基本台帳人口� 歳　出　額� 人　件　費� 人件費率�

H19. 3. 31 (A)  千円� (B) 千円� (B/A) ％�

１８年度� 7,074 12,847,732 1,645,861 12.8

  （注）人件費には、特別職に支給される給与を含みます。�

                                                      

給　　　　与　　　　費�          千円� 一人当たり給与費�
区� 　分�

職員数�

(A) 給　　料� 職� 員� 手� 当� 期末・勤勉手当� 計�  (B) （Ｂ／Ａ� ）� 千円�

19年度� 182 711,088 75,843 295,390 1,082,321 5,947

 （注）　� １　特別職、教育長を除きます。�

 ２　職員手当には、退職手当を含みません。�

 ３�
 給与費は、平成１９年度当初予算に計上された額です。�

区�
　�
分�

平均給料月額�

一　般　行　政　職�

平均年齢�

美 　 郷 　 町 � 324,316円 43.0 歳�

国�    325,724円 40.7 歳�

　�                   
　�

 

区　分� 美　郷　町（国と同じ）�

大学卒� 172,200円
一般行政職�

高校卒� 140,100円

　�
 　（４）職員の初任給の状況�

美　　郷　　町� 国�

区　　　分�
初　任　給�

採用２年経過日�

給　料　額�

採用２年経過日�

給　料　額�
初　任　給�

大学卒� 172,200 177,400 172,200 177,400
一般行政職�

高校卒� 140,100 148,500 140,100 148,500

大学卒� 172,200 177,400 172,200 177,400
技能労務職�

高校卒� 140,100 148,500 140,100 148,500

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価

町税事務手当 滞納整理事務に従事する職員 町税滞納整理事務 月額 3, 00 0 円

感染症防疫作業手当 日額 23 0 円

害虫防除作業手当 日額 23 0 円

家畜診療手当 獣医師 家畜診療業務 月額 20 0, 00 0 円

特殊重機運転手当 特殊重機の運転に従事した職員 特殊重機運転業務 日額 23 0 円

老人福祉業務手当 月額 2, 00 0 円

救急業務手当 救急業務に従事した職員 救急業務
１回・昼間 1, 00 0 円、
夜間 3, 00 0 円

精神保健関係業務手当 日額 23 0 円

医師手当 医師 診療業務 給料月額× 1. 7 以内

放射線取扱手当 診療放射線技師 放射線取扱業務
給料月額× 0. 08（上限
33 ,0 00 円）

臨床検査手当 臨床検査士 臨床検査業務 月額 8, 00 0 円

医療業務手当 医療業務 月額 3, 00 0 円

看護手当 看護師 深夜看護業務 1 回 6, 80 0 円～ 2, 00 0円

                                    
美郷町（国と同じ）�

区　　　分�
期末手当� 勤勉手当�

６月期� 1. 60月分� 0.725月分�

１２月期� 1.40月分� 0.725月分�

計� 3.00月分� 1.450月分�

その他の加算措置� 職制上の段階、職務の級等による加算措置

美郷町（国と同じ）�
区　　　分�

自己都合� 勧奨・定年�

勤続２０年� 21.00月分� 27.30月分�

勤続２５年� 33.75月分� 42.12月分�

勤続３０年� 47.50月分� 59.28月分�

最高限度額� 59.28月分� 59.28月分�

  

期末手当�
区　分�

 
給料・報酬�

６月期� １２月期� 計�

町　長� 740,000円

副町長� 592,000円

収入役� 555,000円

教育長� 555,000円

1.60月� 1.75月� 3.35月�

議　長� 290,000円

副議長� 218,000円

議　員� 203,000円

1.60月� 1.75月� 3.35月�

                                

区　分� 標� 準� 的� な� 職� 務� 内� 容� 人　数�
構�
 
成�
 
比� １年前の�

構成比％�％�

１�　�級� 主事・技師� 10 7.2 5.5

２�　�級� 主任主事・主任技師� 18 13.1 14.4

３　級� 主�査� 29 21.0 19.9

４�　�級� 課長補佐・主幹� 54 39.1 39.0

５�　�級� 課長・事務局長・参事・対策監� 18 13.1 12.3

６�　�級� 課長・事務局長・参事・対策監� 9 6.5 8.9

計� 138 100.0 100.0

                 

　　①扶養手当�

美郷町（国と同じ）�
区　　分�

手当月額� 備　　考�

　配偶者� 13,000円

　配偶者以外の扶養親族� 各6,500円 配偶者がいない者で扶養親族がある場合、うち1人については11,000円

　16～22 歳の子の加算� 各5,000円

美　郷　町（国と同じ）�
区　　分�

手当月額�

　持ち家� 新築または購入後5年間に限り2,500円

　借家・借間� 最高27,000円

美　郷　町（国と同じ）�
区　　分�

手当月額�

　交通機関利用者� 運賃相当額（最高55,000円）

　交通用具利用者� 2,000円～24,500円

　�（注）片道２km以上の者が支給対象です。

美　郷　町（国と同じ）�

区　　分�
右記以外�

午後１０時～�

 午前５時�
算出方法�

勤　務　日� 125／100 150／100 給料月額×12×支給割合

週　休　日� 135／100 160／100 1週間あたりの勤務時間×52

  町職員の給与は、国家公務員の給与などを参考にしながら、町議会の審議を経て条例等で定められています。
平成１９年４月１日現在の町職員の給与などの状況についてお知らせします。�

感染症患者等に接する業務や感染症
菌の付着した物件等の処理作業に従
事した職員

感染症患者等に接する業務、感染症
菌の付着した物件等の処理作業業務

特定薬物を使用して農作物等の害虫
防除に従事した職員

特定薬物を使用する農作物等の害虫
防除業務

町養護老人ホームの寮母、看護業務

精神保健及び精神障害者福祉に関す
る法律に基づく診察業務、診察立会
業務、精神障害者を移送、相談指導
業務に従事した職員

精神保健及び精神障害者福祉に関す
る法律に基づく診察、診察立会い、
精神障害者の移送、相談指導業務

医師･診療放射線技師・臨床検査士・
事務職以外の病院及び診療所職員

町養護老人ホームに勤務する寮母、
看護師

� �美郷町のラスパイレス指数　・・・　９１．６�
（注）ラスパイレス指数とは、地方公共団体の一般行政職の職員の平均給料額を
　　　学歴別・経験年数別構成が国と同一であると仮定して算出し、その数値を
　　　国の平均給料額を１００として算出した指数です。�
�
�



平成20年３月（8）�平成20年３月（9）�

�

�

 【日　時】　平成20年3月28日（金）�
 【場　所】　諸塚村南川地区　吉野宮神社�
 【お問い合わせ】　諸塚村観光協会  10982 - 65 - 0178

　「座頭神祭」の座頭という名称は、琵琶を弾じて
地神経などを唱えることを生業とした盲僧のことで、
吉野宮神社は盲僧の霊をお祀りし、次のような伝
説が残されています。�
　「今から５００年以上も前の室町時代、諸塚村と
美郷町北郷区境の吉野宮峠、盲僧（琵琶法師）が
上京の途中、追跡してきた盗賊により所持金を奪
われ命を奪われた。その後、七日七夜、盲僧の所
持していた琵琶の音が村里に聞こえたことから、
哀れに思った村人が小さな祠を建てて霊を祀りは
じめ、やがて、話を伝え聞いた近郊の人 も々お参り
するようになった。」�
　このようなことから、古くより眼の神様としても
親しまれ、500年以上も続く歴史のある祭りとなっ
ています。�
�

　この制度は、これまで赤ちゃんが生まれてから請求していただいていた『出産育児一時金』  （35万円）を、役場(国保）
から直接産院等に支払うことで、出産時の費用負担を軽減するものです。   �
�
�【受け付け窓口】 �
 南郷支所 福祉保健課　1５９ - １６０２  �
 西郷支所 福祉保健課　1６６ - ３６１０  �
 南郷支所 福祉保健課　1６２ - ６２０２  �
   �
【対象者の要件】 次のすべての要件を満たす方  �
　 1.国民健康保険の被保険者  �
　 2.出産育児一時金の支給を受ける見込みのある方  �
 　3.国民健康保険税を納期到来分まで完納している方  �
   �
【申請に必要なもの】�
申請の受付は出産予定日の１ヶ月前からです。  �
　 1.母子手帳など出産予定日を証明する書類等  �
　 2.通帳  �
 　3.印鑑（認め印）  �
�

●35万円を超える出産費用については、今までどおりに
　退院時に産院等にお支払ください。   �
●出産費用が35万円未満の場合、その差額を申請時に
　指定された口座に振り込みます。   �
   �
＜例＞     �
�
例①　★費用が３８万円かかった場合★     �
　役場から病院へ　　　　　→３５万円�
　世帯主が病院へ支払う分　→　３万円�
     �
例②　★費用が３２万円かかった場合★     �
　役場から病院へ　　　　　　　　　　　→３２万円�
　役場から世帯主の指定した口座へ振込み →  ３万円�

　保険証を紛失し、再発行の申請をする方が増えています。�
　特に、外出先で落とした場合などは、拾い主によっては悪用される恐れもありますので、
直ちに最寄りの警察署及び各支所福祉保健課に届け出て下さい。保険証の保管場所
や取り扱いには十分気をつけて下さい。�
�

　教育委員会ではこのほど、児童生徒の安全・健康管理に役立てるため、
町内小・中学校（11校）全てにＡＥＤを配備いたしました。児童生徒はも
ちろん学校の近隣住民の不測の事態に対しても、迅速に対応できます
ことが期待されます。�
※AED（自動体外式除細動器）とは、心臓がけいれんし血液を流すポン
プ機能を失った状態（心室細動）になった心臓に対して、電気ショックを
与え、正常なリズムに戻すための医療機器です。�
�

　「美郷町のふれあい読書まつり」として、現在活躍中の絵本作家でシンガーソングライターの、中川ひろたかさん
をお招きし、絵本の楽しさを紹介する絵本の読み聞かせコンサートを開催します。町民多数の参加をお待ちしてい
ます。�

 中川ひろたか　ともだちコンサート�
●主催　ともだちコンサート実行委員会・美郷町教育委員会�
●期日　平成20年3月20日(木・祝日)�
●場所　西郷ニューホープセンター　�
●時間　午後１時30分 開場　午後２時 開演　（入場無料）�
●問い合わせ先　美郷町教育委員会　10982-66-３６０８�
中川さんの、「♪世界中のこどもたちが ♪～ 」や�
「♪ともだちになるために♪」をみんなで歌おう ! !�
中川さんがみんなを待ってるよ～�
�

　町では、基幹産業である林業の有能な後継者の育成・確保を図るため、次のとおり育英資金の貸与者を募集し
ます。��
【対象者】　奨学金の貸与を受ける学生は、本町居住者の子弟で、県内の高等学校に進学する生徒及び現在在
　　　　　　学中の生徒で、かつ将来林業に関する業務に就労する予定の者。�
【貸与月額】　自宅通学者　15,000円　自宅外通学者　20,000円又は25,000円�
【貸与期間】　育英資金貸与学生の在籍する学校の正規の就業期間�
【募集期間】　3月1日から3月31日まで��
　その他、詳しい内容については�
各支所産業振興課林政担当までお気軽にお問い合わせ下さい。�
�

　耳川流域国土保全協議会では、国土保全に関心を持つ方と山村の交流のために一泊二日の体験ツアーを行い
ます。�
　今回は、植樹活動体験、吉野宮座頭さん祭り、山の幸の交流会を楽しみます。「全村森林公園」の諸塚村を舞台
にした森の恵と人とのふれあい探しのたびです。ご家族、お友達で、是非ご参加下さい。�
�【開催日時】�
【行き先】�
【対象者】�
【募集人員】�
【参加費】�
【宿泊先】�
【申込先】�
【申込締切】�
�
�

3月27日(木)　午前9時40分発～28日午後3時30分着(美郷町役場発着)�
諸塚村内各所�
日向市、門川町、美郷町、諸塚村、椎葉村にお住まいの方(小中学生は保護者同伴)�
５０名(先着順)�
5,000円(中学生以下2,500円)※一泊四食及びバス代含む。�
諸塚村内の旅館・民宿（決定通知後に連絡します）�
美郷町産業建設課　10982-66-3605�
3月14日(金)　【決定の通知】　3月21日(金)までに通知いたします。�
�

　南郷支所産業振興課　1０９８２ - ５９ - １６０３�
　西郷支所産業振興課　1０９８２ - ６６ - ３６１１�
　南郷支所産業振興課　1０９８２ - ６２ - ６２０３�
�



平成20年３月（10）�平成20年３月（11）�
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決
算
書
や
申
告
書
な
ど
の
税
務

書
類
等
を
依
頼
す
る
場
合
は
、
そ

の
人
が
正
規
の
税
理
士
で
あ
る
か
、

よ
く
確
認
し
て
か
ら
依
頼
し
ま
し

ょ
う
。�

　
税
理
士
の
資
格
の
な
い
人（
い
わ

ゆ
る「
に
せ
税
理
士
」）が
、
税
務
代

理
や
税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相

談
を
す
る
こ
と
は
、
税
理
士
法
で

固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、「
に
せ
税
理
士
」は
、
法

律
に
違
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
税

務
署
か
ら
問
い
合
わ
せ
や
調
査
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
あ
な
た

に
代
わ
っ
て
答
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
な
ど
、
結
果
的
に
あ
な
た
自

身
が
大
き
な
被
害
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。�

　
十
分
に
ご
注
意
を
！�

� 
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岡
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署
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務
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平
成
19
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
の
相
談
及
び
申
告
書
の
受
付

は
平
成
20
年
３
月
17
日（
月
）ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所

得
金
額
や
税
額
を
正
し
く
計
算
し

て
納
税
す
る
申
告
納
税
制
度
を
と

っ
て
い
ま
す
の
で
、
所
得
金
額
や
税

額
を
正
し
く
計
算
し
、
申
告
と
納

税
は
、
期
限
内
に
お
済
ま
せ
く
だ

さ
い
。
確
定
申
告
書
の
提
出
は
、
郵

送
等
で
も
結
構
で
す
。�

　
毎
年
、
期
限
間
近
と
な
り
ま
す

と
、
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
、
時

間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
な
る
べ
く
早
め
に
申
告
を
お
済

ま
せ
く
だ
さ
い
。�

�

※
申
告
が
遅
れ
ま
す
と
、住
民
税
・

国
民
健
康
保
険
税
が
途
中
で
増
額

に
な
る
等
の
影
響
が
で
て
き
ま
す
。�

　
な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）の
、

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
簡
単
に
申
告
書
の
作
成
が
出
来

ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

　
詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
税
務

署
や
税
務
相
談
室
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。�

� 
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土
地
や
建
物
な
ど
を
売
っ
た
と

き
の
利
益
を
譲
渡
所
得
と
い
い
、

こ
の
譲
渡
所
得
に
も
税
金
が
か
か

り
ま
す
。�

　
譲
渡
所
得
に
対
す
る
税
金
は
他

の
所
得
と
分
離
し
て
計
算
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
譲
渡
所
得
は
土
地
や
建
物
な
ど

を
売
っ
た
金
額
か
ら
取
得
費
、
譲
渡

費
用
を
差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す
。�

　
な
お
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た

方
も
事
業
所
得
の
申
告
と
同
様
に

申
告
納
税
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す

の
で
、
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て

郵
送
等
に
よ
り
で
き
る
だ
け
お
早

め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。�

　
申
告
書
の
作
成
に
は
、
自
宅
や

事
務
所
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
、「
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム（e-T

ax

）」や
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）の
、

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
簡
単
に
申

告
書
の
作
成
が
出
来
ま
す
の
で
、
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

　
詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
お
気
軽
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。�

� 

延
岡
税
務
署
　
資
産
課
税
部
門�

　
1
０
９
８
２
‐
32
‐
３
３
０
４�

������

　
軽
自
動
車
税
に
は
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
戦
傷
病
手
帳
を

お
持
ち
の
方
の
う
ち
、
障
が
い
の
程

度
が
一
定
以
上
の
場
合
に
減
免
が
受

け
ら
れ
る
規
定
が
あ
り
ま
す
。�

　
減
免
に
は
本
人
ま
た
は
家
族
の

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

�【
申
請
期
限
】�

　
納
税
通
知
書
発
行
後
か
ら
５
月

23
日
ま
で（
納
期
限
の
７
日
前
ま
で
）�

�

※
平
成
20
年
度
よ
り
申
請
期
限
を

過
ぎ
た
場
合
は
減
免
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

�【
申
請
に
必
要
な
も
の
】�

☆
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

　
戦
傷
病
手
帳
の
い
ず
れ
か�

☆
運
転
免
許
証�

☆
印
鑑�

【
注
意
点
】�

☆
各
支
所
地
域
政
策
課
で
受
け
付

　
け
ま
す
。�

☆
減
免
申
請
は
毎
年
必
要
と
な
り

　
ま
す
。�

☆
家
族
が
運
転
す
る
場
合
は
条
件

　
が
別
と
な
り
ま
す
。�

☆
減
免
の
範
囲
が
変
更
と
な
り
、

　
減
免
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も

　
あ
り
ま
す
。�

☆
自
動
車
税（
県
税
）と
の
重
複
は

　
で
き
ま
せ
ん
。�

�����������������

　美郷町立小中学校には、それぞれ通学区域が定められていますので、原則として、
児童・生徒の住所の属する通学区域の学校に入学することになります。�
　ただし、通学区域外通学許可基準に定められた事項で、教育上適当であると認
められるときは、通学区域以外の学校に入学することができます。�
　通学区域外通学を希望する児童・生徒の保護者は、教育委員会へ通学区域外通
学許可申請を行い、許可を受けてください。その際、希望する許可事項により必要
書類が異なりますので、ご不明な点がありましたら、下記までお問い合わせください。�
�
 【問い合わせ先】　美郷町教育委員会教育課　学校総務担当（1６６－３６０８）�
�

　小学校６年生及び中学校２・３年生時に通学区域外に転居した場合（同一学校内に
弟・妹がいる場合には、当該弟・妹についても許可できる。）�

　住宅の新築等の理由により、事前に転居先の学校に通学しようとする場合、または
改築等により他の通学区域に短期間居住後、再度元の通学区域に転居することが明
らかな場合�

　学期途中に通学区域外に転居した場合（全学年を対象とする。）�

　両親が共働き又は自営業で、下校後家庭に保護監督者がいない場合�
（小学校児童のみ対象とする。）�

　公共事業により通学区域外に転居せざるを得なくなり、通学に支障がない場合�
�

　調整区域一覧に掲げる区域に該当する場合�

　真にやむを得ない理由で、教育委員会が特に認める場合�

　部活動等、指定学校にはない活動を他の学校で学びたい場合�

　真にやむを得ない理由で、教育委員会が特に認める場合�

　通学区域の境界に居住し、従前より隣接校の通学区域内の自治会と交流が深い場
合（この場合、通学距離、交通事情を考慮するものとする。）�

　現実にいじめ及び不登校等の事実があり、校区外通学が適当と認められる場合　�

　病弱その他の身体的理由により指定学校への通学が困難な場合、または特別支
援学級への入級を希望しているが、指定校に特別支援学級が設置されていない場合�

最終学年�

許可事項� 適　　　　　　　　　　　　　　用�

学期途中�

転居予定�

両親の共働き�
・出店�

身体的な理由�

公共事業�

自治会活動�

調整区域�

いじめ及び不登校�

通学など地理的�
な理由�

部活動等学校�
独自の活動等�

その他�

通学区域外通学許可基準（抜粋）�

　
在
宅
で
生
活
を
さ
れ
て
い
る
身
体
又
は
知
的
に
重

度
の
障
が
い
が
あ
る
方
に
対
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
負
担

の
軽
減
を
目
的
に
次
の
よ
う
な
手
当
を
支
給
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
条
件
に
よ
っ
て
は
、
該
当

に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
福

祉
保
健
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。�

２
．支
給
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合�

　
・
３
か
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
場
合�

　
・
本
人
又
は
扶
養
義
務
者
の
所
得
が
一
定
額
以
上

　  

あ
る
場
合�

　
・
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
場
合�

�

３
．申
請
及
び
問
い
合
わ
せ
先�

　 

本
所
及
び
各
支
所
福
祉
保
健
課�

�

　２０歳以上で重複
する重度障がいを有
し、常時特別の介護
必要とする在宅の障
がい者で知事が認定
した方。�

　２０歳未満で重複
する重度障がいを有
し、常時特別の介護
必要とする在宅の障
がい者で知事が認定
した方。�

　２６，４４０円（ただ
し、本人、配偶者、
扶養義務者の所得
制限があります。）�

・申請書・印鑑・身体障害者手帳・療育手帳・
診断書・所得証明書など�

　１４，３８０円（ただ
し、本人、配偶者、
扶養義務者の所得
制限があります。）�

①特別障害者手当� ②障害児福祉手当�

対象者�

支給月額�

手続書類�

１
．手
当
の
種
類
と
内
容�



平成20年３月（12）�平成20年３月（13）�

�

　
医
療
制
度
の
変
更
点
に
つ
き

ま
し
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら

せ
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
は

後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
す

る
方
の
保
険
証
と
給
付
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

①
保
険
証
に
つ
い
て�

�

☆
こ
れ
ま
で
☆�

●
病
院
で
受
診
す
る
と
き
は
、

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
か
ら

交
付
さ
れ
た『
保
険
証
』と
美

郷
町
か
ら
交
付
さ
れ
た
白
い『
老

人
医
療
受
給
者
証
』を
２
枚
一

緒
に
窓
口
に
だ
し
て
い
ま
し
た
。�

�

☆
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
☆�

●『
宮
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
』が
発
行
す
る『
保

険
証
』１
枚
だ
け
を
窓
口
に
だ

す
だ
け
で
よ
く
な
り
ま
し
た
。�

　
保
険
証
は
、
美
郷
町
役
場
の

各
支
所
を
通
じ
て
３
月
末
日
ま

で
に
は
、
み
な
さ
ん
１
人
１
人

に
交
付
さ
れ
ま
す
。�

※
交
付
の
方
法
及
び
時
期
に
つ

き
ま
し
て
は
、
後
日
、
チ
ラ
シ
や

防
災
無
線
等
で
ご
連
絡
い
た
し

ま
す
。�

�

②
給
付
サ
ー
ビ
ス�

　
新
制
度
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ

る
給
付
内
容
は
、
現
行
の
老
人

医
療
制
度
の
給
付
内
容
と
ほ
ぼ

同
じ
で
す
。�

　
新
た
に「
高
額
医
療
・
高
額
介

護
合
算
制
度
」が
設
け
ら
れ
、
こ

れ
は
、
１
年
間
に
、
医
療
保
険
と

介
護
保
険
を
利
用
し
窓
口
で
支

払
っ
た
額
の
合
計
が
、
著
し
く
高

額
に
な
る
場
合
に
、
負
担
を
軽

減
す
る
も
の
で
す
。
該
当
に
な
る

方
に
は
、
別
途
通
知
が
く
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

▼
健
康
診
査�

　
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

を
早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
こ
れ
ま
で
美

郷
町
が
実
施
し
て
き
た
住
民
基

本
健
診
と
同
じ
よ
う
に
身
近
で

受
診
が
で
き
ま
す
。�

　
検
査
項
目
は
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
美
郷
町
国
保
が
実
施
す

る
特
定
健
診
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容

で
す
。�

�

▼
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
等
施
術
料
助
成�

　
広
域
連
合
が
認
め
た
施
術
所

で
受
け
た
施
術
の
施
術
料
に
対

し
て
助
成
が
あ
り
ま
す
。�

　
助
成
金
額
は
、
１
回
に
つ
き

千
円
で
、
助
成
回
数
は
、
年
間

24
回
が
限
度
と
な
り
ま
す
。�

�

▼ 

葬
祭
費�

　
被
保
険
者
で
あ
っ
た
方
の
葬

祭
を
行
う
方
に
２
万
円
支
給
し

ま
す
。�

�【
問
い
合
せ
先
】　�

　
本
所
又
は
各
支
所
の
福
祉
保

健
課
ま
で�

��

　来年度からは、各医療保険者が加入者に対して特定健
診（基本健康診査）を実施します。�
　美郷町で実施する特定健診では、国保加入者で４０歳
以上７４歳までの方と４０歳以下で希望される方及び７５歳
以上の後期高齢者が対象です。来月配付する希望調査表
に申込を記入して下さい。�
　ご自分の健康や医療費の抑制、国保財政の安定のため
にも必ず受診をお願いします。�
　社会保険加入者には、それぞれ加入している保険者か
ら個別に案内がありますのでそちらで確認してください。�
　ガン検診については、対象の方について受診を希望す
るかの調査を実施します。�
　来月、希望調査表を配付しますので、分からないことや
疑問に思うことがあれば、福祉保健課までお問い合わせの
上、調査にご協力をお願いいたします。　　　�
�

　「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」が
年
金
記
録
が

も
れ
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
方
に
社
会
保

険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ね
ん

き
ん
特
別
便
」が
届
い
た
方
に
対
し
て
社

会
保
険
事
務
所
で
随
時
相
談
を
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
が
、
臨
時
の
相
談
窓
口
が

左
記
の
と
お
り
開
設
さ
れ
ま
す
。「
ね
ん

き
ん
特
別
便
」は
重
要
な
通
知
で
す
の
で
、

届
い
た
方
は
必
ず
相
談
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
記�

１
期
日
　
平
成
20
年
３
月
24
日（
月
曜
日
）�

�

２
場
所
　
西
郷
区
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　 

（
小
集
会
室
）�

　�３
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時�

�

４
必
要
書
類�

　（
１
）ご
本
人
が
相
談
さ
れ
る
場
合�

　
　
① 

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」の
封
筒�

　
　
② 

年
金
証
書�

　
　
③ 

印
鑑�

　（
２
）ご
本
人
以
外
の
方
が
ご
相
談
さ

　
　
　
れ
る
場
合
右
記
の
①
〜
③
の
他

　
　
　「
委
任
状
」、「
委
任
を
受
け
た
方

　
　
　
の
身
分
証
明
書（
免
許
証
等
）」

　
　
　
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

� 

延
岡
社
会
保
険
事
務
所�

　
　
　
1
０
９
８
２ - 

21 - 

５
４
２
４�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

�

国
民
年
金
基
金
に
加

入
し
て
年
金
を
増
や

し
ま
せ
ん
か

�

☆
公
的
年
金
で
す
か
ら
、
安
心
し

　
て
加
入
で
き
ま
す
。�

☆
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

　
者
で
、
保
険
料
を
納
め
て
い
る

　
方
が
自
分
の
上
積
み
年
金
と

　
し
て
加
入
で
き
ま
す
。�

☆
５
つ
の
型
を
組
み
合
わ
せ
て
自

　
由
に
設
計
で
き
、
限
度
額
以
内

　
で
あ
れ
ば
、
何
口
で
も
加
入
で

　
き
ま
す
。�

☆
納
め
た
掛
金
は
、
将
来
確
実
に

　
自
分
の
年
金
に
な
り
ま
す
。�

☆
掛
金
は
、
全
額
社
会
保
険
料

　
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
　

　
ま
た
、
受
け
取
る
年
金
も
公
的

　
年
金
控
除
が
適
用
さ
れ
、
所
得

　
税
、住
民
税
等
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。�

　�　
詳
し
い
内
容
は
宮
崎
県
国
民

年
金
基
金
ま
で
。�

�

　
1
０
９
８
５ - 

25 - 

０
０
９
６�

 

フ
リ
ー
ダ
イ
ア
ル�

　
　
０
１
２
０ - 

65 - 

４
１
９
２�

�

公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票
が
交
付
さ
れ

ま
す
！

�

老
齢
給
付
の
受
給
者
に�

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険

及
び
共
済
組
合
な
ど
か
ら
支
給

さ
れ
る
公
的
年
金
等
は
、
所
得
税

法
上「
雑
所
得
」と
み
な
さ
れ
、
所

得
税
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

障
害
も
し
く
は
死
亡
を
支
給
事

由
と
す
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
国

民
年
金
法
、
厚
生
年
金
保
険
法

及
び
共
済
組
合
各
法
に
お
い
て

課
税
し
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
課
税
さ
れ
る
の
は
、
老
齢

も
し
く
は
退
職
を
支
給
事
由
と

す
る
年
金
の
み
で
す
。�

　
公
的
年
金
等
の
支
払
い
者（
社

会
保
険
庁
・
各
共
済
組
合
）は
、

所
得
税
が
老
齢
基
礎
年
金
か
ら

源
泉
徴
収
さ
れ
た
か
否
か
に
か

か
わ
ら
ず
、
老
齢
年
金
等
を
受
け

て
い
る
方
々
全
員
に「
公
的
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票
」を
作
成
し
、

翌
年
１
月
31
日
ま
で
に
交
付
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

障
害
年
金
、
遺
族
年
金
は
課
税

対
象
と
な
ら
な
い
の
で
、
源
泉
徴

収
票
は
お
送
り
し
ま
せ
ん
。�

　
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
で
は
、

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
の
対

象
と
な
る
年
金
受
給
者
の
方
々
に

平
成
19
年
分
の
源
泉
徴
収
票
を

作
成
し
、
平
成
20
年
１
月
末
日
ま

で
に
届
く
よ
う
、
平
成
20
年
１
月

15
日
か
ら
21
日
ま
で
の
間
に
順
次

送
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

�

確
定
申
告
に
添
付
必
要�

　
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い

る
事
項
は
、
そ
の
年
の
１
年
間
に

支
払
わ
れ
た
年
金
の
総
額
、
社
会

保
険
料
の
金
額（
介
護
保
険
料
額
）、

源
泉
徴
収
額
及
び
控
除
内
容
で
す
。�

　
二
つ
以
上
の
年
金
の
支
払
者
に

扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し

て
い
る
方
や
、
年
金
以
外
に
給
与

所
得
が
あ
る
方
、
ま
た
は
公
的
年

金
等
の
雑
所
得
の
合
計
額
が
各

種
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え

る
方
な
ど
は
、
確
定
申
告（
平
成

20
年
２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日

ま
で
住
所
地
を
管
轄
す
る
税
務

署
で
受
付
）の
際
に
、
添
付
書
類

と
し
て
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
社
会
保
険
庁
で
は
、
万
一
源
泉

徴
収
票
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
や

未
着
の
場
合
等
に
対
応
す
る
た
め

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」に
お
い
て

源
泉
徴
収
票
の
再
交
付
の
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。�

�【
電
話
番
号
】�

　
1
０
５
７
０ - 

０７ - 

１
１
６
５�

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
、
　

　
　
０３ - 

６
７
０
０ - 

１
１
６
５�

【
受
付
時
間
】�

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分�

　（
月
〜
金
曜
日
）�

�

※
但
し
月
曜
日（
月
曜
日
が
休
日

の
場
合
火
曜
日
）は
19
時
ま
で�

　
ま
た
、
来
訪
に
よ
る
源
泉
徴
収

票
の
再
交
付
の
受
付
、
そ
の
ほ
か

の
年
金
相
談
に
つ
い
て
は
社
会
保

険
事
務
所
で
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、

年
金
証
書
の
基
礎
年
金
番
号
・
年

金
コ
ー
ド
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。�

�

延
岡
社
会
保
険
事
務
所�

　
1
０
９
８
２ - 

21 - 

５
４
２
４�

南
郷
支
所
地
域
政
策
課�

　
1
０
９
８
２ - 

59 - 

１
６
０
１�

西
郷
支
所
地
域
政
策
課�

　
1
０
９
８
２ - 

66 - 

３
６
０
９�

北
郷
支
所
地
域
政
策
課�

　
1
０
９
８
２ - 

62 - 

６
２
０
１�

��

届
出
を
忘
れ
ず
に
！

国
民
健
康
保
険

�（
Ⅰ
）国
民
健
康
保
険
へ
の
届
出

　
　
を
忘
れ
ず
に
！�

　
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
は
、

学
校
の
卒
業
、
会
社
へ
の
就
職
な
ど
、

異
動
の
多
い
季
節
で
す
。
異
動
に

伴
い
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
学

生
が
就
職
し
社
会
人
に
な
る
と
き

は
、
親（
扶
養
者
）か
ら
独
立
し
て

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
反
対
に

定
年
退
職
や
失
業
な
ど
で
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
生
活
を
や
め
る
と
き
に
は
、

職
場
の
健
康
保
険
か
ら
市
町
村
の

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
脱
退
・
加

入
の
届
出
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。�

�

●
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

　
と
き�
①
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
と

　
き（
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に

　
加
入
し
て
い
な
い
と
き
）�

②
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や

　
め
た
と
き�

③
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き�

④
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た

　
と
き�

�

●
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
喪

　
失
す
る
と
き�

①
他
の
市
町
村
へ
転
出
し
た
と
き

　（
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加

　
入
し
て
い
な
い
と
き
）�

②
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
へ
加
入

　
し
た
と
き�

③
死
亡
し
た
と
き�

④
生
活
保
護
を
受
け
始
め
た
と
き�

　

　

（
Ⅱ
）所
得
の
申
告
を
忘
れ
ず
に
！�

　
保
険
税
の
所
得
割
は
前
年
の
所

得
を
も
と
に
決
め
ら
れ
ま
す
の
で
、

正
し
い
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。�

申
告
に
よ
っ
て
、
入
院
時
の
食
事

療
養
費
が
減
額
認
定
さ
れ
た
り
、

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
割
合

が
決
め
ら
れ
た
り
し
ま
す
。
申
告

を
し
て
い
な
い
と
、
減
額
認
定
が

で
き
な
か
っ
た
り
、
負
担
割
合
が

一
番
高
い
ラ
ン
ク
に
な
っ
た
り
す

る
な
ど
、
不
利
益
を
被
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

例
え
所
得
が
無
い
と
か
少
な
い
場

合
で
も
、
必
ず
申
告
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　�
��



平成20年３月（14）�平成20年３月（15）�

 野球部�

 中田徹君��
　部員１９名をまとめる
頼れるキャッチャーです。�
　昨年秋の中体連東
臼杵郡南大会でみごと
優勝し県大会出場、その後開催された第３
０回日豊中学野球大会では、県北地区で出
場した２９校の頂点にたちました。�
　冬の間走り込みをして、今はバッティング
中心の練習です。�
　「抱負は？」と聞くと、一言「夏の大会での
九州制覇！」と即座に返事が返ってきました。�
　高校にいっても野球を続け、将来はプロ
野球選手になりたいと目を輝かせていまし
た。�

 女子�
 バレーボール部�

藤本杏奈さん��
　こちらも昨年の
秋の中体連東臼
杵郡南大会で優
勝し県大会出場、生徒会副会長も務め
るエースアタッカーです。�
　短い練習時間の中で、監督、コーチ、
そして保護者の指導により昨年に比べ
てチーム全体の力がなりついてきました。�
「キャプテンとしてチームをまとめ、夏
の県大会出場目指して頑張ります。」と
笑顔で答えてくれました。�
　将来は、保育士か看護師になりたい
そうです。�

 卓球クラブ�

田原翔君��
　ただ今部員４名と
少ないですが、皆で
頑張っています。�
　練習は、学校が終
了してバスで帰宅後、渡川小学校に集
合して行っています。�
　地元の青年団の方が指導をしてくれ、
今は体力向上のため筋トレをしています。�
　目標は、個人戦での夏の県大会出場
だそうです。�
　将来なりたい職業も心に決めている
ようです。�

少しずつ春の気配が感じられると、スポーツシーズンとなります。�
冬の寒さの中で体力づくりをしてきた南郷中学校部活動のそれぞれのキャプテンに、これからの抱負を聞いてみました。
　�

�

　
ひ
む
か
神
話
街

道
県
北
ル
ー
ト
の

ほ
ぼ
中
央
の
位
置

に
完
成
し
た「
森
の

駅
　
き
じ
の
」の
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

を
祝
し
て
、
ひ
む
か
神
話
街
道「
神
楽
ま
つ
り
」を

開
催
し
ま
す
。�

　
ひ
む
か
神
話
街
道
宮
崎
県
北
ル
ー
ト
を
結
ぶ
５

市
町
村
に
語
り
継
が
れ
る
代
表
的
な「
神
楽
」が
集

リ
ま
す
。�

　
そ
の
地
に
行
か
な
い
と
見
ら
れ
な
い
神
楽
を
、
南

郷
区
森
の
駅
　
き
じ
の
で
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

　
他
に
も
、
臼
太
鼓
踊
り
、
ひ
え
ち
ぎ
り
唄
、
い
だ

ご
ろ
踊
り
と
郷
土
伝
統
芸
能
も
行
わ
れ
ま
す
。�

　
是
非
、
ご
家
族
で
足
を
お
運
び
下
さ
い
。�

�

◆
日
時
：
平
成
20
年
３
月
９
日（
日
）�

　
　
　
　
午
前
９
時
開
演�

◆
場
所
：
南
郷
区
鬼
神
野
小
学
校
下�

　
　
　
　「
森
の
駅
　
き
じ
の（
ひ
ろ
ば
）」�

�（
奉
納
さ
れ
る
神
楽
）�

・
美
郷
町  

鬼
神
野
神
楽
　
・
高
千
穂
町  

野
方
野
神
楽�

・
五
ヶ
瀬
町  

古
戸
野
神
楽
　
・
西
都
市  

銀
鏡
神
楽�

・
美
郷
町  

渡
川
神
楽
　
　
・
椎
葉
村  

栂
尾
神
楽�

　�
 

お
問
い
合
わ
せ
先�

　
南
郷
支
所
　
地
域
政
策
課�

　
　
　
　
　
　
　
1 

０
９
８
２ - 

59 - 

１
６
０
１�

��

�

　去る１月２０日に北郷区におきまして、みさとメタ
ボリック大作戦の成績優良の公民館と個人に対
する表彰式が開催されました。団体表彰では、世
帯参加率で第１位の西郷区仮迫公民館以下１０公
民館を、また個人では適正なダイエットを行った
と認められる方など１４名が受賞されました。�

① 参加世帯の状況�
　通算では14.2％の世帯（延べ1,108世帯、実参
加者数816名）に参加していただきました。男女別
では、ほぼ同数の参加でしたが、年代別では50代
～70代の参加が目立ちました。�

② 体重変化の状況�
　参加者の内、体重が減少した方は全体の42％、
変化なしが24％、増加が34％でした。なお減少し
た方の内、59名が2kg以上の減量に成功しています。�

③ 参加者のBMI変化状況�
　BMI値が当初23以上の肥満者は337名でしたが、
その内167名（約50％）に改善が認められました。
また「やせすぎ」の方も半数以上の方に改善があり、
合計すると189名にBMI値に改善がありました。�
　これは参加者の29％になりますが、元々BMI値
が標準の方については改善を要する必要性がな
いことから、それらの方を除外して考えると、参加
者の内改善を要する方の51％に好転が認められ
ました。�

④ その他�
　現在、参加者の方にアンケートを実施しています。
この事業は２０年度も引き続き実施していきます
ので、より良い事業に育てるためぜひアンケート
にご協力下さい。また、今回参加されなかった方
も次回はぜひチャレンジしてみませんか。�
�

元気よ広がれどこまでも�
公民館対抗みさと�
メタボリック大作戦！！�
�

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
大
作
戦
が

終
了
し
ま
し
た
が
、
健
康
維

持
に
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
楽
し
み
な

が
ら
実
施
で
き
る
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
教
室
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。�

�

●
講
師�

　
東
京
体
育
器
機�

　
西
宏
子
先
生（
元
気
で
か

　
わ
い
ら
し
い
先
生
で
す
。）�

●
内
容�

　
音
楽
に
合
わ
せ
た
体
操
、

　
座
布
団
や
ゴ
ム
を
使
っ
た

　
体
操
な
ど�

●
料
金
　
３
０
０
円�

●
日
程�

　
掲
載
の
保
健
事
業
予
定
表

　
を
ご
覧
下
さ
い
。�

�

　
楽
し
く
、
苦
に
な
ら
な
い

息
が
は
ず
む
程
度
の
運
動
で

す
。
自
宅
で
で
き
る
筋
ト
レ

の
方
法
も
実
施
し
ま
す
。�

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
大
作
戦
の

期
間
に
は
、
小
学
生
か
ら
60

代
の
方
も
参
加
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
お
友
達
や
家
族
を
誘

っ
て
ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
い
。�
�
区　名�
西郷区�
北郷区�
南郷区�
北郷区�
西郷区�
北郷区�
北郷区�
西郷区�
南郷区�
北郷区�
�

順位�
1�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8�
9�
10�
�

公民館名�
仮迫�
小黒木�
神門中区�
速日�
小川�
坂元�
細宇納間�
和田区�
神門長堀�
中原�
�

�
22 �
34 �
81 �
43 �
76 �
46 �
53 �
129 �
53 �
159 �

�

�
45 �
29 �
57 �
29 �
48 �
28 �
29 �
66 �
26 �
72 �
�

�
68.2％�
28.4％�
23.5％�
22.5％�
21.1％�
20.3％�
18.2％�
17.1％�
16.4％�
15.1％�

�

A 世帯数�
�

B延参加世帯数�
(3月分）�

参加率�
B÷(A×３)

2.入賞公民館�

区　名�
南郷区�
西郷区�
北郷区�
総　計�
�

�
948 �
928 �
725 �

2,601 �
�

�
387 �
407 �
314 �

1,108 �
�

�
13.6%�
14.6%�
14.4%�
14.2%�

�

A 世帯数�
�

参加率�
B÷(A×３)

B延参加世帯数�
(3月分）�

1.参加世帯の状況�

　南郷区では月2
回ある保健センタ
ー開放日に合わせ
て、1月から保育
士による読み聞か
せを行なっていま
す。その時々で内
容は異なりますが、絵本の読み聞かせだけでなく、
親子で簡単に出来る手遊びをしたり、簡単に作れ
る玩具を作って遊んだりしています。お母さん同士、
お子さん同士の交流の場として楽しい時間を過ご
しています。皆さんも遊びに来ませんか？�
日時：3月5日（水）、19日（水）10～12時　�
場所：南郷総合保健センター（和室）�
�

　ペットボトルのキャップで世界
のどもたちの命が救える。そんな
運動が美郷町南郷区でも広がっ
ています。リサイクルで得た資金
で発展途上国の子どもたちにポリ
オワクチンを贈り、環境にも優し
いという一石二鳥の取り組み。�
　主婦らでつくるグループ「ムチムチパン・ミックスズ」（代表　田野
さとみさん）が小さな命を救おうと、回収活動に力を注いでいます。�
　今回は、平成19年4月に結成して初めて回収したキャップ15,000
個（ワクチン12人分）をクリーン日向（日向市）へ届けました。グルー
プでは「手軽に出来るので多くの人に協力してほしい」と呼びかけて
います。�

　　　 ●問い合わせは、事務局（いっつもや　1５９－１００９）�

�



平成20年３月（16）�平成20年３月（17）�

�

�

　
去
る
１
月
25
日（
金
）、
東
国
原
知
事
が

完
熟
き
ん
か
ん
の
生
産
状
況
を
視
察
さ
れ

ま
し
た
。�

　
西
郷
区
に
あ
る
ハ
ウ
ス
で
は
、
生
産
者
と

意
見
を
交
わ
し
、
完
熟
き
ん
か
ん
の
栽
培
状

況
を
見
聞
さ
れ
ま
し
た
。�

　
選
果
場
で
は
、
導
入
さ
れ
た
ば
か
り
の
光

セ
ン
サ
ー
選
果
機
を
見
学
し
、
完
熟
き
ん
か

ん
部
会
か
ら
知
事
へ
、
宮
崎
ブ
ラ
ン
ド
に
認

定
さ
れ
て
い
る「
た
ま
た
ま
」が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
村
の
果
菓
子
屋
を
訪
問
し
、

き
ん
か
ん
の
加
工
状
況
を
視
察
さ
れ
、
女
性

生
産
者
の
先
進
的
な
取
組
み
に
大
変
興
味

を
持
た
れ
た
よ
う
で
す
。�

　
今
後
の
東
国
原
知
事
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

が
期
待
さ
れ
ま
す
。�

�������''''

　
　
　
　
　�

��

　�

�

きんかんハウス視察�

きんかん大福を食べる知事�選果場を視察�

　
美
郷
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
で
は
、

地
域
の
代
表
で
あ
る
町
内
の
３
区
区
長
さ

ん
を
対
象
に
西
郷
、
南
郷
会
場
に
お
い
て
、

去
る
１
月
31
日（
木
）に
生
活
習
慣
病
の
予

防
と
改
善
を
目
的
に
、「
脱
メ
タ
ボ
健
康
料

理
教
室
」を
開
催
し
ま
し
た
。�

　
西
郷
会
場
で
は
、
北
郷
区
、
西
郷
区
の

区
長
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
な
れ
な
い
料
理

に
も
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト（
食
生
活
改
善
推
進
員
）

の
指
導
に
よ
り
、
包
丁
さ
ば
き
や
実
際
の

調
理
、
出
来
上
が
っ
た
料
理
の
盛
り
付
け

等
も
な
か
な
か
の
も
の
で
し
た
。�

　
試
食
交
流
の
場
で
は
、「
み
や
ざ
き
県
民

版
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」に
よ
り
、
メ
タ

ボ
予
防
の
留
意
点
や
健
康
的
な
食
事
の
と

り
方
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。�

　
昨
年
の「
メ
タ
ボ
大
作
戦
」に
よ
り
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
は
皆

さ
ん
関
心
が
深
く
、「
毎
日
の
食
事
の
中
で

（
奥
さ
ん
の
）苦
労
が
わ
か
っ
た
」「
料
理
に

よ
っ
て
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
こ
ん
な
に
高
い
と

は
知
ら
な
か
っ
た
」「
野
菜
を
た
く
さ
ん
と

る
よ
う
に
心
が
け
よ
う
」な
ど
そ
れ
ぞ
れ

と
感
想
が
出
て
い
ま
し
た
。�

　
今
回
は
50
代
、
60
代
の
す
べ
て
男
性
の

方
で
、
年
齢
的
に
も
健
康
意
識
の
高
い
年

齢
層
の
方
ば
か
り
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
働

き
盛
り
の
皆
さ
ん
に
、
今
一
度
食
事
内
容

を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
、
今
後
と
も
健

康
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。�

　
こ
の
教
室
参
加
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

�

　
美
郷
町
西
郷
区
の
冬
の
味
覚
と
し
て
定
着
し
た「
完
熟
き
ん
か
ん
」を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
今

年
も
恒
例
の「
さ
い
ご
う
完
熟
き
ん
か
ん
ま
つ
り
」が
美
郷
町
さ
い
ご
う
完
熟
金
柑
部
会
主

催
で
２
月
９（
土
）、
10
日（
日
）の
２
日
間
、
日
向
市
の
Ｊ
Ａ
日
向
グ
リ
ー
ン
ト
ッ
プ
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
会
場
で
は
、
き
ん
か
ん
の
試
食
販
売
、
き
ん
か
ん

の
お
菓
子
の
販
売
、
き
ん
か
ん
餅
つ
き
の
体
験
や
振

る
舞
い
、
ぴ
っ
た
し
キ
ン
カ
ン
な
ど
の
催
し
に
、
昨
年

以
上
の
沢
山
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
　�

　
美
郷
町
さ
い
ご
う
完
熟
き
ん
か
ん
部
会
で
は
、
さ

い
ご
う
の
完
熟
き
ん
か
ん
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
生
産
者
が
中
心
と
な
り
様
々
な
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
来
年
も
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

　
完
熟
き
ん
か
ん
の
出
荷
は
現
在
最
盛
期
を
向
か

え
、
今
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。�

　�

��

　
新
春
の
１
月
13
日（
日
）に
第
65
回
西
郷
区

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
北
郷
総
合
交

流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
は
50
代
が
14
チ
ー
ム
・
60
代
が
９
チ

ー
ム
の
合
計
23
チ
ー
ム
、
１
３
８
名
の
参
加
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
の
成
績
は
、
50
代
は
チ
ー
ム
結
成
２

年
目
の
ひ
ょ
う
た
ん
ず
チ
ー
ム
が
パ
ー
ト
で

勝
ち
上
が
り
、
準
決
勝
、
決
勝
と
熱
戦
を
繰

り
広
げ
見
事
に
初
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
60
代
は
、
連
覇
続
き
の
田
代
愛
好
会

が
優
勝
。
こ
れ
は
、
平
成
19
年
度
全
５
回
の

大
会
す
べ
て
を
制
覇
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１
年
間
の
連
続
優
勝
は
大
変
な
事
だ
と
思
い

ま
す
。�

　
こ
の
１
月
大
会
で
、
平
成
19
年
度
の
す
べ
て

の
大
会
が
終
了
し
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
の
役

員
・
選
手
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
大
き
な
怪

我
も
な
く
、
楽
し
く
、
全
大
会
が
終
了
し
ま

し
た
事
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
な
お
、
20
年
度
の
大
会
開
催
日
程
は
、
３

月
の
総
会
に
て
決
定
し
ま
す
の
で
ま
た
チ
ー

ム
役
員
を
通
し
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。�

今
回
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。�

�
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■
５０
代�

優
　
勝
　
ひ
ょ
う
た
ん
ず
チ
ー
ム�

　
甲
斐
治
好
　
馬
原
廣
美
　
山
下
　
諭�

　
甲
斐
延
江
　
馬
原
ひ
と
み
　
藤
田
律
子�

準
優
勝
　
ト
ン
ト
ン
Ａ
チ
ー
ム�

三
　
位
　
や
ま
び
こ
Ｂ
チ
ー
ム�

�

■
６０
代�

優
　
勝
　
田
代
愛
好
会
Ａ
チ
ー
ム�

　
甲
斐
憲
一
　 

川
村
寿
実
　
奈
須
義
広�

　
黒
木
正
樹
　
黒
木
英
子
　
川
村
千
穂
子�

準
優
勝
　
花
水
流
チ
ー
ム�

�

�

50代優勝　ひょうたんずチーム�60代優勝　田代愛好会Ａチーム�

料理教室盛り付け�

料理に参加された皆さん�



平成20年３月（18）�

　１月２０日、北郷総合交流センターで「美郷町女性の
集い」が開催され、町婦人会員約１００名が参加しました。�
　受付後は総会が行われ、役員改選などの議案が協
議可決されました。�
　１０時過ぎからは「知ろう学ぼう考えよう地球温暖化」
の環境ビデオを鑑賞し、身近なこと、特に生活に直接
関係している実情を元に地球温暖化対策を学びました。�
　その後「ふれあいのひと時」と題して、各区婦人会に
よるアトラクション発表が行われ、コーラスやバンド、舞
踊などが披露され、会員それぞれの魅力あふれる発表
に会場は賑わいました。�
�

　１月１８日、静岡県三島市で第９回花の観光地づくり
大賞表彰式が開催され、北郷区の椎野あじさい組合
が大賞を受賞されました。�
　この賞は(社)日本観光協会が毎年行っているもので、
花を通じて地域の観光振興に寄与している団体等を
表彰するもので、独創性や継続性、地域定着性など
の観点から審査が行われました。本年度は全国で２５
団体中２団体が大賞を受賞し、昨年９月に記者発表が
行われ、今回の表彰式の運びとなりました。�
　当日は花を誘客につなげるための意見交換などが
行われ、盛んな意見交換が行われました。�
�

平成20年３月（19）�

１ 開催日時　平成２０年 ３月 ２日（日）�
　　　　　　１２時００分～１５時００分の約３時間��
２ 開催場所�
　火伏せちんどん５人衆　  ･･･岡田商店前～参門�
　エ イ サ ー（青年団他）   ･･･たかはし商店前路上�
　もちまき等･･･商工会前広場��
３ 開催内容　12時00分～　火伏せちんどん５人衆�
　　　　　　 12時30分～　エイサー�
　　　　　　　　　　　　　（青年団・絆・沖縄国際大）�
　　　　　　13時30分～　もちまき等�
　　　　　　14時00分～　福引抽選会�
　　　　　　　　景品引換えは、イベント終了後同会場にて�
　　　　　　　　（詳しくは商工会まで）�
　　　　　　　�４ 開催場所　見取り図�

　２月２９日（金）から３月２日（日）まで宇納間地蔵尊
大祭が開催されます。当日は次のとおり交通規制が行
われますので、ご理解とご協力をお願いいたします。�
�
①車両通行禁止（歩行者用道路）�
路　　線　国道388号、県道210号の商店街周辺�
規制期間　2月29日～3月2日�
規制時間　８：３０～１７：００�
迂 回 路　西郷⇔日之影・・林道宗四郎線（ア）�
　　　　　西郷→延岡・・町道西野々汐線（イ）�
　　　　　延岡→西郷・・役場横仮設道使用��
②一方通行�
路　　線　町道西野々汐線（イ）�
　　　　　町道辰ノ元学校前線（ウ）�
　　　　　町道山口長野線片平和田越線の一部（エ）�
規制期間　2月29日～3月2日�
規制時間　８：３０～１７：００��
③車両通行禁止（橋梁工事のため）�
路　　線　町道入下長野線の一部�
規制期間　2月29日～3月2日�
規制時間　終日�
迂 回 路　山口長野線→片平和田越線（エ）→国道３８８号�
�
�
�

　
　
２
月
３
日
、
快
晴
の
も
と
第
26
回
う
な

ま
地
蔵
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、

当
日
は
３
３
１
名
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま

し
た
。�

　
午
前
９
時
か
ら
開
会
式
が
行
わ
れ
、
樫
村

大
会
長（
美
郷
町
北
郷
区
体
育
協
会
長
）か

ら
は「
健
康
づ
く
り
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
す
。

怪
我
の
な
い
よ
う
自
分
の
ペ
ー
ス
で
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。
」と
激
励
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、９
時
50
分
よ
り
競
技
開
始
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
確
認
す
る
人
、
距
離

完
走
を
目
標
に
走
る
人
と
、
参
加
者
は
自
分

の
ペ
ー
ス
で
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。�

　
終
了
後
は
豚
汁
の
ふ
る
い
ま
い
や
抽
選
会

な
ど
も
あ
り
、
毎
年
参
加
し
て
い
る
と
い
う

参
加
者
は「
楽
し
く
走
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。�

�

�

　
２
月
７
日
、
北
郷
図

書
館
研
修
室
で「
平
成

20
年
美
郷
町
還
暦
の
賀
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
対
象
者
は
昭
和
23

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

24
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
美
郷
町
民
の

方
で
、
当
日
は
南
郷
区

11
名
、
西
郷
区
１
名
及

び
北
郷
区
23
名
の
計

35
名
の
出
席
で
行
わ
れ

ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
美
郷
町
や
教

育
委
員
会
北
郷
事
務

所
が
主
催
し
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
郷
土
の

振
興
発
展
に
永
年
寄
与
さ
れ
、
還
暦
を
迎
え
ら
れ
る
方
々

を
祝
福
す
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
、
郷
土
づ
く
り
、
自
分

づ
く
り
に
一
層
の
活
躍
を
い
た
だ
く
契
機
と
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。�

　
午
後
３
時
よ
り
北
郷
区
入
下
区
の
見
性
寺
久
峩
正
意
住

職
に
よ
る「
燃
え
て
生
き
る
」と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ

れ
、ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
き
る

こ
と
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。�

　
式
典
で
は
町
長
よ
り「
こ
れ
か
ら
も
美
郷
町
の
た
め
に
も
、

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
の
こ
と
ば
が
送
ら
れ
ま
し
た
。�

　
還
暦
に
な
ら
れ
た
み
な
さ
ん
に
は
こ
れ
か
ら
も
生
涯
現

役
で
い
ら
れ
る
よ
う
、
健
康
に
留
意
し
が
ん
ば
っ
て
欲
し
い

で
す
ね
。�

�

 � � � � � �  �
 � � � � � � � � �  �

 � � � � � � � �  � � � � � � � � � �  �  �  �
 � � � � � �  �
 � � � � � �  � �

 �  �  � � � � �  �  � �
 � � � � �  �  �  �  �  �

 �
 � � � � � � � �  �

 � �  �  � � � � � � � �  � �  � � � � � �  �
 � �  �  � � � � � � �  �  �  �  � � �  � � � � �
 � �  �  � � � � � � �  � �  � � � � � �  � � � � � � �
 � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �
 �  � � � � �  � � � � � � � � � � � � � � � �

 �
 � � � � �  � �  � � � �  � � � � � � � � � � � �  � � �  �  � � � �

 �

 � � � � � �  � �  � � �  �  � � � � � �  � �  �  �

 �

 � � � � � � � � � � � � � �  � �  �  � � � � � � � � � � � � � � �

 � � � � � � �

 �

●問合せ先　北郷商工会　1０９８２－６２－５８９５　�
主 催　北郷商工会青年部�

●問合せ先　北郷支所地域政策課　1０９８２－６２－６２０１　�
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